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研究論文  
台湾の大学における日本語教育の 
回顧と展望 
賴 錦雀 
要 旨 
戦後、台湾の大学専攻日本語教育が東方語文の名目でスタートしたのは 1963 年
だった。1972 年の国交断絶によって学科新設が中止したが、経済成長の推進によっ
て 1980 年から専門学校で応用外国語日本語組の名義で学科設置が再開された。
1996 年から多くの応用日語学科が開設された。2018 年 3 月現在、日本語文関係学
系は 10 校、応用日語学系は 34 校ある。本稿では大学の専攻日本語学科の推移、教
育目標、カリキュラム、教育内容、教科書、教授法、評価法、文化指導、教師を概
観し、日本語教育の問題点を考え、将来の展望について私見を述べる。 
キーワード 
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1．はじめに 
本稿は台湾の高等教育機関、特に大学における日本語教育の今と昔について述べる。123
年の歴史を持つ台湾の日本語教育は侵略的時期（1895-1945 年）、禁止的時期（1945-1963
年）、経済的時期（1963-1988 年）、文化的時期（1988-現在）のように大別される。侵略
的時期の大学は 1928 年 3 月 16 日に設立された台北帝国大学だけだった。日本植民地時代
なので台湾の各教育機関では日本語は国語として教えられていた。1945 年終戦後、日本語
が禁止されるようになったが、1952 年 1 以降、日台経済交流のために道具としての日本語
が必要になったので塾における日本語教育は少しずつされるようになり、大学では選択科
目として日本語の授業が行われるようになった。但し、大学で日本語を専攻することがで
きたのは 1963 年に中国文化学院（現中国文化大学）東方語文学系日文組が設立されてか
らのことである。そのあと 1966 年に淡江大学、1969 年に輔仁大学、1972 年に東呉大学
に日本語を専攻する東方語文学系 2 ができたが、日台国交断絶のために日本語追放の機運
が高まり、大学日本語学科の設立が中止した。 
しかし、高度経済成長に従い、日本との交流がますます盛んになったので、1980 年に国
飾りやヘッダーは後から印刷業者が入れます。テンプレートの余白を
変更・削除しないでください。 
論文の種類（研究論文・展望論文・研究ノート）は入力してください。  
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59
????????????????????
 ヘッダーは印刷業者で入れます 
 
 
 ― 2 ―  
 
立台中商業専科学校（現台中科技大学）に応用外語科日文組が設置された。そして、1988
年に蒋家統治時代に代わって李登輝総統の時代になり、日本語教育が開放された。1989
年に国立政治大学東方語文学系日文組（現日本語文学系）が設置され、専攻とする国立大
学の日本語教育がスタートした。1990 年に台湾唯一の外国語大学である文藻外語大学の前
身にあたる文藻外国語文專科学校に五年制専科部日本語文科が設置された（2001 年から大
学四年制の日本語文系が設置）。そして、1994 年に国立台湾大学にも専攻とする日本語文
学系が設置されたが、それは 1928 年の台北帝国大学成立後 66 年目のことだった。1996
年以降、銘傳大学を初め、多くの応用日語学系、応用日語系ができた。2018 年 3 月現在、
台湾の大学の専攻日本語学科は 44 ある。その背後には日台交流の活発化 3、経済成長の推
進及び外国語教育の多様化などが要因である。本稿では台湾の大学の専攻日本語学科の推
移、教育目標、カリキュラム、教育内容、教科書、教授法、評価法、文化指導、教師など
を概観し、日本語教育の発展の問題点を考え、将来の展望について私見を述べる。 
2．台湾の大学における日本語教育の諸相 
時代の推移と共に台湾における日本語教育はいろいろな変化が見られる。2018 年 3 月
現在、日本語を専攻とする台湾の大学の学科は日本語文学系（8 校）、日本語言文化学系（1
表 1 台湾の大学における日本語関係機関 
総合大学 科技大学·単科大学 
成立 学科名 成立 学科名
1963 中國文化大學日本語文學系 1980 臺中科技大學應用日語系 
1966 淡江大學日本語文學系 1990 文藻外語大學日本語文系 
1969 輔仁大學日本語文學系 1993 和春技術學院應用外語系日文組 
1972 東呉大學日本語文學系 1993 高苑科技大學應用外語系日文組 
1989 政治大學日本語文學系 1994 南榮科技大學應用日語系 
1992 東海大學日本語言文化學系 1995 景文科技大學應用外語系日文組 
1994 臺灣大學日本語文學系 1996 台北城市科技大學應用外語系 
1996 銘傳大學應用日語學系 1996 環球科技大學應用外語系 
1997 真理大學應用日語學系 1997 大仁科技大學應用外語系日文組 
1999 靜宜大學日本語文學系 1997 呉鳳科技大學應用日語系 
2000 大葉大學應用日語學系 1997 南臺科技大學應用日語系 
2000 康寧大學應用外語學系應用日語組 1997 高雄科技大學應用日語系 
2001 明道大學應用日語學系 2000 育達科技大學應用日語系 
2001 慈濟大學東方語文學系日文組 2000 台灣首府大學應用外語學系日語組 
2002 世新大學日本語文學系 2000 修平科技大學應用日語系 
2002 長榮大學應用日語學系 2000 屏東大學應用日語學系
2002 開南大學應用日語學系 2003 中山醫學大學應用外國語言學系日文組 
2002 義守大學應用日語學系 2003 致理技術學院應用日語系 
2003 元智大學應用外語學系（英日語） 2002 健行科技大學應用外語系（英日語） 
2003 中華大學應用日語學系 2003 建國科技大學應用外語系（英日語） 
2008 高雄大學東亞語文學系日語組 2006 高雄餐旅大學應用日語系 
2009 實踐大學應用日文學系 （2018 年 3 月現在。筆者作成。成立の一部は科技
大学·単科大学の前身である専科学校日本語科の
成立年を指す。） 
2011 玄奘大學應用外語學系日語組 
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校）、日本語文系（1 校）、応用日語学系（9 校）、応用日文学系（1 校）、応用日語系（9 校）、
応用外語学系（英日語 2 専攻）（1 校）、応用外語系（英日語 2 専攻）（4 校）、応用外語学
系日語組（3 校）、応用外語系日文組（4 校）、東方語文學系日文組（1 校）、東亜語文学系
日語組（1 校）、応用外国語文学系日文組（1 校）の計 44 校である 4 が、学科名で分かる
ように日本語文と応用日語に大別される。 
2.1 専攻日本語学科の推移 
日本語文学系で最初に設置されたのは 1963 年で、2002 年以降は設置されていない。
1992年に日本語文学系の名前で始まった東海大学は 2012年に日本語言文化学系に改名し
た 5。文藻外語大学日本語文科は 1990 年の文藻外国語文専科学校日本語文科、2001 年の
文藻外語学院夜間四年制大学部日本語文系の時代を経て 2003 年に全日制四年制大学部設
置になった。そして、2001 年に慈濟大学東方語文学系日文組ができ、2008 年に高雄大学
東亜語文学系日文組ができた。応用日語（学）系は 1996 年に設置された銘傳大学応用日
語学系をはじめ、2011 年まで多く設けられた。名前としては応用日語学系、応用日文学系、
応用日語系、応用外語学系（英日語ダブルメジャー）、応用外語系（英語、日本語、東南ア
ジア語の 3 つの専攻）、応用外語学系日語組、応用外語系日文組、応用外国語文学系日文
組と多様化しているが、「応用」が共通特徴である。近年、大学において新しい日本語学科
が設置されるどころか、応用日語系の一部は応用外語系日語組になったり、応用外語系に
合併されたりした。それは岡本（2015）で指摘されたように、高等教育機関における日本
語教育の飽和状態と少子化の影響が考えられるが、英語中心のグローバル化もその要因の
一つだと思われる。 
2.2 教育目標 
1980 年までの台湾の大学日本語教育は東方語文という名前で行われ、文法、読解、会話、
作文、翻訳などの日本語力育成、日本文学の教育が中心であった。OECD で 1997 年末に『コ
ンピテンシーの定義と選択』（The Definition and Selection of KEY COMPETENCIES；
DeSeCo）の策定の最終報告が出されて以来、台湾の大学の各学科もコンピテンシーを策
定するように要求された。日本語学科の場合、日本語の聴解、発話、読解、書写、翻訳・
通訳の能力の外に、マクロな日本学の視野、マクロな国際的視野、自主的判断能力、異文
化理解能力、異文化交流能力、情報運用能力、問題解決能力、チームワーク能力、専門日
本語能力、そして英語能力などの育成が大事にされている。
日本語教育の目標は教育機関によって違うが、異文化と母文
化の異同を探求し、目標言語で創造して異文化交流をする能
力の養成が重要であり 6、言語の五技能能力に異文化理解能
力、そして、汎用日本語と共に専門日本語も重視すべきであ
るし、特に、地域別日本語教育的見地 7 から見た場合、日本
語による母文化の表現能力の向上も大事だと考えられる。以
上述べたことをまとめると、台湾の大学における日本語学科
の教育目標は自主的能力に複言語能力、複専門能力をもつ人
図1 日本語学科の教育目標 
 
 
 
 
 
 
 
（賴（2016a）による） 
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材育成がその理想図であるが、基本的には JF 日本語教育スターンダードでいう日本語の
言語構造的能力、社会言語能力、運用能力の育成が重要視されている。そして目標達成の
ためには技能別日本語力を習得するだけではなく、日本文化理解、日本文学的素養育成も
視野に入れなければならない。賴（2018）が述べているように、異文化交流能力育成には
常識、体験、疑似体験が必要であるが、語学学習だけではなく、疑似体験も出来る文学作
品鑑賞は重要な作業である。但し、日本語文学系の場合ではそれに合わせた授業がほとん
ど設けられているが、応用日本語学系の場合では即戦力育成を目指しているので日本文学
的素養をそれほど重視しないところもある。 
管轄部門の教育部の政策の影響で、多くの教師の反対の声が高まるにもかかわらず、日
本語能力試験合格は多くの日本語関係学科の学生の卒業条件にされている。それで聴解、
読解、発話、書写、翻訳·通訳、異文化理解、異文化交流などの能力を全部は検定できない
日本語能力試験のために対策授業が設けられている日本語学科が少なくない。言い換えれ
ば、日本語能力試験合格は一部の大学日本語教育の目標の一つになっているのである 8。 
2.3 カリキュラム 
カリキュラムによって日本語学科の教育目標が分かるが、それは時代によって変化する
ことが考えられる。例えば、1972 年に創設された東呉大学日本語文学系を例に見てみると、
筆者が 1975～1979 年に在籍していた時、読解、発話、書写に関する授業はあったが、聴
解の授業もなかったし、日本文化に触れる機会もそれほど多くなかった。それに比べると、
2018 年 3 月現在は読解、聴解、発話、書写、翻訳・通訳の関係授業のほかに日本文学、
日本文化の授業が多く増えた。また、卒業生の就活のことを考慮に入れ、社会ニーズの要
請に合わせた職場日本語と文化、メディア日本語、旅行・観光日本語などの専門日本語の
授業も設けられている。 
20 世紀では、日本語文学系は技能別日本語、日本文学の授業が中心で、応用日語（学）
表 2 東呉大学日本語文学系カリキュラムの今と昔 
1975-1979 年 2018 年 
年次 科目 年次 科目 
一 日語語音學、日語語法、初級日語、日語
會話 一 
日語發音、日語語法、日語聽力訓練、初
級日語、日語會話、日本概論 
二 
日語語言學概論、日語語法、中級日語、
日語會話、日語翻譯（中日翻訳）、日語
翻譯（日中翻訳）、日本歷史、日本地理
二 
日語語法、日語聽力訓練、中級日語、日
語會話、日文習作、日本故事選、日本歴
史、日本地理、日語資訊処理  
三 
高級日語、日語會話、日文習作、日語修
辭學、日本名著選讀、現代日語應用文、
日本近代文學、日本文化史 
三 
日語語法専題、日語聽力訓練、高級日語、
日本小説選讀、日語會話、日文習作、日
中翻譯實務、日本現勢、日本文化概論、
日本近代文学史、語言學概論、 
四 日本名著選讀、日語教學法、日本古典文
學、日本文学史 四 
日本名著選讀、日語会話、現代日本應用
文、中日翻譯實務、日語口譯、日語會話、
媒體日文、商務日語、旅遊產業日語、日
本文化與職場運用、日本語研究、日本古
典文學、日本古典文學史、日本文化專題、
日語教學法、研究方法指導、總結日本語
文、高階日語 
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系は技能別日本語、ビジネス日本語が中心だというように考えられたが、21 世紀の今日で
は日本語文学系でも応用日語（学）系でも学生の就活のための即戦力を中心にカリキュラ
ムを考えざるを得ないようになっている。例えば、日本語学習効果を高め、スムーズに就
職するために、総合大学でも科技大学でも、日本語文学系でも応用日語学系でもキャップ
ストーン授業（例えば、東呉大学の「總結日本語文」）、インターンシップが実施されるよ
うになっている。ちなみに、東呉大学日本語文学系カリキュラムにおける「高階日語」は
日本語能力試験対策の授業である。 
2.4 教育内容 
1970 年代、大学に入って初めて日本語を専攻する日本語学系の学生が多かった。初心者
が殆どなので 50 音図から日本語教育が施されても大丈夫だった。しかし、2018 年現在、
台湾の高校における日本語教育が盛んに行われているので大学の日本語学科の新入生は既
修者も未修者も同じクラスにいることは多々ある。そして、「教授自主」という台湾の大学
の教育理念のもとで、教育部で統制された学習要領とか語彙表、文型表のような参考資料
は見られない。学科責任者か学科内の協議結果による指定がない限り、同大学の同年次の
同科目でも担当教師は自由に違った教材、進度、教育内容で日本語の授業を行うことが可
能である。日本語力によるクラス編成ができればそれに越したことはないが、多くの日本
語関係学科が私立大学に属しているので経費の関係で望ましいクラス編成ができないのは
現状である。日本語力の違った学習者が同じ教室で勉強するので、教師は教育内容をどの
ようにしていいのか、経験によって判断するしかない。勿論、授業の性質による縦のつな
がりと横のつながりをするところもある。例えば、東呉大学では学期の初めに会議を開い
て教師間の対話をするほか、教師のコミュニティを結成し、意見交換を行っている。しか
し、多クラスの場合、教師の考え方とか学習者の習得状況によって内容や結果に相違が出
てくることも見られる。 
日本語文学系と応用日語学系における教育内容の違いはどこにあるのか見てみよう。21
世紀初頭、日本語文学系では一般日本語 9、応用日語学系ではビジネス日本語 10 というよ
うに区別されたが、2018 年現在では日本語文学系でもビジネス日本語を重視している機関
がある。知識と共にプレゼンテーション、コミュニケーションスキルが重視されている 11。 
そして、政府の助成金欲しさに管轄の教育部の要求に合わせて日本語能力検定試験 1 級
合格か 2 級合格を卒業条件にしている大学も上述したように続出している。そのために日
本語能力試験対策授業が設けられるばかりでなく、授業計画の教育内容或いはテスト範囲
を〇〇課まで、というように考えられているケースも少なくない。つまり、日本語で何が
できるのかではなく、教科書の目次通りに教えるような感じである。しかし、OECD のキー
·コンピテンシー概念や EU の CEFR 12が出されて以来、外国語教育界では「分かる」こ
とだけではなく、「できる」ことも目標になっているので、台湾でもその教育理念を大事に
している教師がいる 13。また、大学評価においても、学習効果がますます重視されるよう
になったのでチェックポイントは過日のインプット重視、プロセス重視からアウトプット
重視、成果重視になっている。最近、各大学で学習成果をまとめるためのキャップストー
ン科目が設けられるようになった。東呉大学日本語文学系ではそれにあたる「總結日本語
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文」が設けられた。2018 年 9 月から施される授業なので実態はまだ分からないが、論文
とかレポート、プレゼンテーションなどの実体成果の提出が条件になっている。 
なお、日本語の運用能力育成のためにインターンシップが実施される大学が多い。これ
までは殆ど応用日語系で行われているが、日本語文学系の一部でも取り入れられている。
また、一部の大学ではインターンシップをキャップストーンの一環として認めている。こ
のように、台湾の日本語文学系と応用日語（学）系の相違は少しずつなくなっているよう
である。 
2.5 教科書 
1895 年、台湾で初めて学校における日本語教育が実施されたとき、台湾総督府総務部は
台湾人生徒のことを考慮に入れて台湾語を媒介語とした『日本語教授書』『臺湾教科用書國
民讀本』を編纂した。21 世紀現在、専攻日本語教育を施している多くの台湾の大学日本語
学科では日本で編纂された教科書が使われている。台湾における日本語教育環境は日本国
内と違って日本語教育環境にはそれほど恵まれていない。それで日本での日本語教育のよ
うな学習動機がないし、日本への留学やインターンシップに臨んでいる学生を除いては、
日本での実生活のための日本語表現をすぐ身に付けなければならないような必要がないの
は普通である。各日本語教育機関における教材の選定は学習者のニーズよりも教育機関の
決定によることが多かった。東呉大学の読解教育を例に見てみると、1980 年までは日本国
際学友会編『日本語読本』の中訳書『日本語』（第一～三冊。蔡茂豊訳注）が用いられた。
その後、蔡茂豊編『日本語読本』（第一～三冊）が使われるようになったが、2018 年現在
では『進学日本語』（日本学生支援機構）が使われている。他の大学では『みんなの日本語』
（スリーエーネットワーク）、『新文化日本語』（文化外国語専門学校）など日本で作成され
た教科書が多用されている。吉岡（2011）で示されたように、日本語教材は日本語能力観
を表す。日本で作成された教科書は日本での場面が中心なので台湾での文脈化学習には不
利である。文法学習、語彙学習に有利、ということで日本作成の教材を使いたいという声
が聞かれるが、しかし、自文化、母文化の日本語表現能力育成の点から見れば考えもので
ある。年に 600万人以上の人的交流が行われている台湾と日本なので、台湾での使用場面、
日本語で台湾事情を紹介するような内容を考慮に入れ、台日比較文化の視点で教材を作成
するように工夫すべきである。筆者は過日、『台湾で学ぶ初級日本語』『台湾で学ぶ中級日
本語』『台湾で学ぶ上級日本語』『日本語を学ぼう＠Taiwan』というような読解教材を編纂
したが、編纂の際、台湾を中心にした地域別日本語教育学が基本理念であった。異文化交
流能力育成の観点から、台湾での日本語教育は台湾と日本の比較文化の視点で日本語教育
を施すべきではなかろうか。 
2.6 教授法と言語理論 
1895 年、伊澤修二が台湾で日本語教育を始めた時、台湾語を媒介語とした二語併用法が
用いられた 14 が、伊澤が去ったあと、直接教授法が導入された。21 世紀現在、日本人教
師の多くは会話や作文の授業で台湾の国語の華語を生かして日本語を教えているようであ
る 15。かつて、東呉大学では日本語使用を一年次は 20％、二年次は 50％、三年次が 80％、
64
??????????? 24?
  ― 7 ―  
 
四年次は 100％、というような話し合いだったが、現在では教師任せになっている状態で
ある。 
全体的に言えば、技能別日本語訓練の授業では文型などの言語形式が大事にされている
ので構造主義、オーディオ·リンガル法、オーラル·アプローチが用いられる。1980 年代以
降、コミュニケーション能力育成の重要性が唱えられ、コミュニカティブ·アプローチに
よって、ロールプレー、ゲーム、プロジェクトワークなどが多く導入された。スピーチ、
アフレコ、紙芝居、プレゼンテーションなどのコンテストやディベート大会、演劇など日
本語の産出に関係する活動も多く行われている。特にビジネス日本語など就活に関係する
授業では言語形式、言語活動だけではなく、職場文化の理解も大事にされている。それに、
各日本語教育機関では留学、研修、実習の形で一人でも多くの学生が日本で日本語、日本
文化を体験できるように努力している。なお、マインドマップによる作文指導、Can-Do
化する文型指導も見られ、ガイド試験対策の一環として台湾文化の日本語指導も徐々に増
えている。勿論、基本的には構造主義に基づく語彙、文型、文法指導は相変わらず重要視
されている。言語形式重視の『みんなの日本語』『進学日本語』、コミュニケーション重視
の『新文化日本語』が並べて用いられているのは科目別の相違、そして教師の教育観の現
れにもなると思われる。問題は、使用場面に恵まれていない学習者の一部は例え文型練習
をしても自主的意志に繋がるかどうか、疑問に思うこともある。 
2.7 文化指導 
公益財団法人交流協会（現日本台湾交流協会）（2016）「第 5 回対日世論調査」によると、
台湾人の日本に対して関心のある分野の上位六位は「観光、自然・風土、日本人の精神・
哲学、科学技術、伝統文化、現代文化・ポップカルチャー、国民の日常生活」 16 である。
日本文化が台湾人の日本に対する一番関心のある分野といえるが、その日本文化情報は学
校教育によって手に入れるのではなく、テレビ及びインターネットによって得るようであ
る 17。本節では日本語教育における文化指導について考えたい。 
台湾における日本語教育は言語形式が中心になっている傾向にある。1980 年代後半以降、
コミュニカティブ・アプローチの理念によって文化的要素が少しずつ重要視されるように
なった。但し、多くの大学日本語学科に日本文化教室が設置されていることで分かるよう
に、日本語教育における文化とは日本文化のことを指すのである。例えば、東呉大学の日
本文化教室は和室で、普段は床の間に掛け軸と生け花が飾られ、雛祭りには七段の雛人形
が飾られ、茶会が開かれる。学期中、茶道部の稽古も文化教室で行われる。銘傳大学には
文化教室とビジネス礼儀文化教室があるが、浴衣、花器などが飾られている文化教室では
茶道、華道の稽古と着物の着付けの練習ができ、ビジネス礼儀文化教室では日本のビジネ
スの礼儀作法の練習ができる。言語の学習にはその言語で表される文化に対する理解も重
要なので各大学日本語学科は日本文化理解に関する科目をカリキュラムに設けている。特
に東海大学日本言語文化学科はその名の通りに多文化理解を目指して教育を行っている。
筆者も 1980 年代に初級日本語の授業では言語形式を伝授していたが、課外授業では動画
や絵カードなどを利用して日本文化の紹介に専念した。両方とも日本側の情報が中心に
なっていた。しかし、「日本で台湾のことを聞かれても多くは日本語で答えられなかった」
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という教え子の話を聞いていろいろ反省した。 
まず、日本語教育で文化と言えば、日本の文化のことが考えられる。日本文化と言えば、
日本料理の作り方とか、お茶の立て方、着物の着付けなど可視的なものが思い出され、可
視的文化の内容か実体がメインになり、日本語の教育が矮小化される傾向にある。筆者が
コーディネーターになっている、教育部「多国語文と文化との連結課程」プロジェクト
（2014－2019 年）にもこのような例が見られる。しかし、異文化理解能力育成、異文化交
流能力育成には自文化の部分を大事にするような心構えがなければならない。台湾事情の
日本語表現の重要性を痛感した筆者は 1996 年に「地域別日本語教育学」の構想を提案し
た。そして、文化とは料理や茶道、華道などの可視的文化だけではなく、定型化した挨拶
語の語誌、場所詞重視の人称代名詞、祝儀に包まれる金額で表される数字、歓迎掲示版の
色彩のような使用形式の背後にある言語文化、数字観、色彩観を台湾のそれに比べたらもっ
と日本の言語文化理解の深化に繋がると思われる。言葉の背後に潜められている日本文化
も台湾との比較を通してこそ理解が深まるのではなかろうか。 
2.8 評価 
2017 年第 11 回 OPI 国際学術シンポジウム（台湾大会）「双方向教育における教師と学
生のあり方」における評価関係の発表論文の関連語彙には OPI、CAN-DO、プロフィシェ
ンシー、測定、試験、判定、スキル判定、日本語能力、ポートフォリオ、フィードバック
などが見られる。実は筆者は中日翻訳の授業で翻訳作品の外に、自律学習の記録を含めた
ポートフォリオの提出を学生に要求している。四年間の学習だけでは日本語力不足の心配
があるのでポートフォリオを利用して生涯学習に繋がるような措置である。最近、ルーブ
リック（Rubric）は会話や口頭発表の評価でよく利用されている。学習到達度を示す評価
基準を観点と尺度から見る表として示されており、役に立つので愛用する教師が増えつつ
ある。特にスピーチ、アフレコ、紙芝居、旅行計画プレゼンテーションなどのコンテスト
では複数審査員による審査でよく用いられている。 
戦後、大学で日本語教育が再開されて以来、筆記が試験の主流になっている。特に日本
語能力検定試験が重視されているので会話の授業でさえ筆記を抜きにしてはいけないと考
える教師がいる。語彙力、文法力、読解力、書写力、翻訳力のチェックは筆記でいいが、
発話力の場合はやはり口頭でなければ分からない。但し、流暢性と正確性に対する見方が
分かれているので、作文や翻訳、発話などの言語の産出の評価はどのようにしていいのか、
未だに正解はないようである。 
2.9 教師 
台湾では教育部が大学の管轄機関になっているが、各日本語学科のカリキュラム、教育
目標、教材選定、教授法選定、指導内容、評価などはすべて学科内で決められるようになっ
ているので、日本語教師各々の責任が重大である。ここでは大学日本語教師の専門領域に
ついて考察する。蔡ら（1994）の考察結果によると、1994 年における受調者の台湾日本
語教師は 405 人のうち、博士号を持つ人は 24 人、修士号を持つ人は 214 人ある。教師の
専門分野では日本語文専攻は 228 人、非日本語文専攻は 157 人ある。級別では大学に絞っ
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てみた場合、助教は 15 人、講師は 182 人、副教授は 43 人、教授は 27 人ある。そして、
国籍の調査で分かったのは台湾人教師は 349 人、日本人教師は 52 人ある。当時、日本語
教育学的素養についての調査項目はなかった。 
2018 年 2 月、各大学日本語学科のホームページの資料によって調査した結果、日本語
文学系教師の場合、異なり人数は 468 人、延べ人数は 498 人、応用日語学系教師の場合、
異なり人数は 449 人、延べ人数 467 人である。日本語文学系教師と応用日語学系教師を合
わせると異なり人数は 873 人、延べ人数 918 人である。一部の教師が複数の機関で教鞭を
取っているので教師の人数に重なりがあった。職別を異なり人数で見た場合、日本語文学
系では教授は 43 人（8.62％）、副教授は 103 人（20.64％）、助理教授は 91 人（18.24％）、
講師は 262 人（52.51％）あり、応用日語学系では教授は 21 人（4.5％）、副教授は 97 人
（20.77％）、助理教授は 148 人（31.69％）、講師は 201 人（43.04％）ある。どちらも講師
は半分位占めているが、その多くは非常勤である。そして、日本語文学系では副教授は助
理教授より多いが、応用日語学系では助理教授は教授と副教授の総人数より多い。学科数
は応用日語学系のほうが多いが、教授の数は日本語文学系のほうが倍以上多い。専門領域
においては複数登録が多いが、一つ目の専門領域においては日本語教育学は 155 人、日本
語学は 90 人、日本文学は 73 人、日本文化·歴史·政治は 62 人、日本経済·経営は 11 人、
無登録は 77 人ある。日本語教育と明記しているのは合わせて 194 人ある。一方、応用日
語学系教師の一つ目の専門領域においては日本語教育は 132 人、日本語学は 108 人、日本
語翻訳は 17 人、日本文学は 51 人、日本文化·歴史·政治·社会などは 54 人、農学は 1 人、
経済·経営は 29 人、語文学が 1 人、無登録は 56 人ある。日本語教育と明記しているのは
合わせて 196 人ある。教師の日本語教育学的素養はもっと高める必要があるように思わ
れ る。 
3．日本語教育の問題点 
2009-2017 年における台湾日本語教育学会国際シンポジウムの主題はそれぞれ、日本語
教育におけるジャンルの広がり、現状と発展、各領域の課題、各領域の新課題とその可能
性、再発見、イノベーション、学習者主体、言語と文化の統合、グローカル化であり、2018
年の主題は高い就職力を目指す日本語教育であった。これらのテーマでここ 10 年来台湾
日本語教育で求められている課題が分かる。このようなコミュニティ活動によってよりよ
い日本語教育ができるように台湾の有志者は切磋琢磨している。また、このような学会課
題の背後には次のような問題点が考えられる。 
（ 1 ） グローバル化に少子化の煽りで英語教育がますます重要視され、専攻日本語教育市場
が縮小しているので、新入生募集が切羽詰まった問題になっている。 
（ 2 ） 時代の要請に合わせて、日本語文学系と応用日本語学系の相違が少なくなるが、日本
語文学系には実用性の不足、応用日本語学系には文化的素養の不足が感じられる。 
（ 3 ） 多くの日本語教師は日本語文学系出身なので実社会のニーズに対する認識不足の嫌
いがある。 
（ 4 ） 一部の教師には日本語教育学的素養や地域別日本語教育の理念が欠けているので、台
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湾の学習者のための教育活動が十分にはできない。 
（ 5 ） 専攻日本語教育学科の所属の多くは私立大学なので運営上、語学教育に相応しい少人
数クラス編成は無理であるので指導の行き届かないところが少なくない。 
（ 6 ） 異なったレベルの学習者が同一クラスにいるので教科書、教育内容、指導法において
難点が出てくる。 
（ 7 ） 教育機関の間の繋がりだけではなく、同一機関における縦の繋がりも横のつながりも
できない大学が多い。 
（ 8 ） できるだけ多くの学習者に日本での生活を体験させたいが、経済事情によって実現で
きないのは実情である。 
（ 9 ） 全入に近い台湾の大学入学事情によって学習者全員に日本語学習意欲が高いとは言
いにくい。 
（10） 学習者数に比べて優れた日本語交流人材がそれほど多くないように思われる。 
上述のことについて、筆者は次のように考えている。 
（ 1 ） 歴史的にも地理的にも台湾と日本は密接な関係にあるので、日本語の教育市場はまだ
有望だと思うが、大学以下の教育機関における日本語教育に根を張るように政府に建
言するとともに、日本語教育の教育内容の改善に力を入れるようにコミュニティ活動
を通して有志の教師に声をかける。 
（ 2 ） 日本語文学系でも応用日本語学系でも学生の将来のことをもっと考慮に入れ、時代の
要請に合わせた教育内容を工夫し、実用性と素養を両立するように学生を指導する。 
（ 3 ） コミュニティの力を生かして、日本語教師に再教育ができるような学会活動を工夫する。 
（ 4 ） 日本語教師とその他の専門教師との協働によって日本語教育活動を行い、お互いの成
長を目指す。特にグローカル化、地域別日本語教育の理念に基づき、文化詞など地域
による相違が考えられる言葉の日本語表現ができるような指導力を身に付け、実際に
学生を指導する。 
（ 5 ） 現在、多くの専攻日本語学系が私立大学に属しているが、よりよい教育活動ができる
ように、台湾政府の外に学友会か日本台湾交流協会、国際交流基金の助力を求める。 
（ 6 ） 少人数で授業ができるように頑張るほか、課外指導か TA の制度などを利用して個人
指導、少人数指導をする。 
（ 7 ） もっと多くの教師コミュニティを作り、有志の教師の集いによって繋がりを持つよう
に努力する。 
（ 8 ） 経済事情の改善は一教員では無力であるが、教育機関の教師全員の力を合わせ多くの
交流活動の機会を設けるようにする。 
（ 9 ） できるだけ学習者の身近の課題に気付かせ、日本語を使うだけではなく、自分の考え
たことを人の前で披露するような機会を作ることも教師の責任である。動機付けで学
習者の日本語学習意欲を高めることが考えられる。 
（10） 優れた日本語交流人材育成には長い時間が必要である。大学時代、できるだけ学習者
の学習動機を高め、日本語を体験させる機会を創るように教育活動を工夫するほか、
副専攻の勧め、生涯学習の方法などを提示することも大事である。 
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4．おわりに 
現在、英語中心のグローバル化と少子化の影響で台湾の大学において日本語が学科名に
出されているのは 21 世紀初頭に比べて確かに数が少し減っている。しかし、歴史的にも
地理的にも心理的にも日本語教育は今後とも台湾で続行されていくと思われる。但し、日
本語教育は言語形式の伝授だけではなく、言語文化教育学の一環である。ゆえに、教育部
実施中の「多国語文と文化との連結課程」プロジェクトが目指しているように言語と文化
の統合について工夫すれば、日本語学習のプロセスももっと面白くなり、有意義なものに
なると思われる。そして、日本語教育における文化指導は可視的日本文化の理解だけでは
なく、日本文化の日本語による説明能力、日本語の言語文化理解、自文化の日本語による
表現能力にも力を入れると、学習者の自立的能力の高まりに繋がるだろう。日本語力の向
上はすぐにはできないので生涯学習の概念の深化が大切である。大学を出ても自律学習が
できるように学生を指導する教師の心構えが必要である。教室活動や練習においては台湾
と日本との交流事情を考慮に入れて、日本での使用場面と台湾での使用場面の両方を用意
したほうが学習者の将来の発展のプラスになる。また、現代日本語教育は学際的素養が必
要である。それで日本文学、日本文化、日本経済、MICE などを専門とする日本語教師も
必要である。しかし、日本語教育学的素養の有無によって教育内容、教材の選定、教授法、
そして教育効果が違うようになるので教師としては前向きな姿勢で教育能力向上のための
再教育の必要性を認識する心構えが大事である。少子化で台湾の大学における専攻日本語
学習者はこれからも減っていくかもしれないが、教師の努力によって日本語教育の効果が
もっと上がるようになり、もっと多くの優秀な日本語人材が養成されると思われる。 
注 
 1 1952 年に台日間で日華平和条約の調印が行われた。 
 2 日本語を前面に出してはいけない時代だったので日本語だけが目標言語であっても日本語学系と
いう名前が許されなかった。 
 3 日本観光局の統計によれば、2017 年の台湾訪日人数は 4,564,053 人であるが、台湾観光局の統計
によれば、2017 年の日本訪台人数は 1,898,854 人である。 
 4 一部の科技大学に五年制の応用日語科、二年制の二技の日本語系もある。なお、大学ではないが、
五年制専門学校の樹人醫護管理專科學校と新生醫護管理專科學校には應用日語科がある。 
 5 但し、1972 年に設立された東呉大学日本語文学系はその英語名“Department of Japanese 
Language and Culture”で分かるように前から日本語教育、日本文化理解を目指している学科で
ある。 
 6 台湾の日本語学科のキーコンピテンシーについて詳しくは賴（2017b）を参照されたい。 
 7 母文化、自文化を目標言語で表現する能力の育成の重要性を感じて、筆者は 1996 年から地域別
日本語教育の理念を唱えている。詳しくは頼（1996）を参照されたい。 
 8 教育部「獎勵大學教學卓越計畫」の申請をする際、外国語試験合格者数の記入が義務になってい
る。2004 年より各大学で英語試験合格の卒業条件が課せられ、2007 年より外国語学系では英語
の外に目標言語の卒業条件が課せられた。 
 9 賴（2012）は英語教育を参照に日本語教育を一般日本語教育（汎用日本語、目的別日本語）と専
門日本語教育（学術日本語、職業日本語）に分けている。 
10 応用日語学系におけるビジネス日本語は「商用日語」「商用日語会話」「企業日語」「職場日語」「経
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貿日語」「商務日語」などの科目名が見られる。 
11 応用日語学系の教育内容について詳しくは岡本（2015）を参照されたい。 
12 吉島（2004）参照。 
13 例えば賴（2015）は文型シラバスの授業を CEFR の Can-do 化する実践例である。 
14 台湾初めての日本語教科書『日本語教授書』は日本語主行に台湾語訳が付いているし、公学校用
の『台湾教科用書国民読本』の一部にも「土語」（台湾語）が付いている。 
15 日本人教師 10 人に対する筆者のヒアリング結果による。 
16 第 6 位には同票の「現代文化・ポップカルチャー」と「国民の日常生活」の二項目が入っている。 
17 日本台湾交流協会（2016）による。 
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